
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は変更になる場合もあります。予め、ご了承くださいますようお願いします。 

１２・１月  の  主 な 行  事  予  定 
１２月 1日（木）持久走大会 学級懇談会 通常日課４時間 

    ２日（金）持久走大会予備日 

    ４日（日）資源回収 

    ５日（月）振替休業日（１１／２６分） 

    ６日（火）見守り隊感謝の会 

    ７日（水）たけのこ遊び 

    ８日（木）委員会 

   １０日（土）開校記念日（１４９周年） 

   １１日（日）和紙マラソン 

   １３日（火）音楽朝会３年 

   １４日（水）５年おにぎりパーティー 

   １８日（日）資源回収予備日 

   ２１日（水）通常日課４時間 給食終了 

   ２２日（木）短縮日課３時間 

   ２３日（金）短縮日課３時間 終業式 一斉下校 

 １月 ９日（月）成人の日 

   １０日（火）短縮日課３時間 始業式 一斉下校 

   １１日（水）短縮日課３時間 発育測定 

   １２日（木）給食開始 委員会 

   １７日（火）給食集会 

         ５年太巻き、いなり寿司づくり 

音楽鑑賞会 

 １１月９日に箏と三味線を演奏される田辺明氏と尺八を演奏される柴

香山氏にお越しいただき、音楽鑑賞会を行いました。演奏する姿を間近

で見る喜びを味わうとともに、和楽器の音色やメロディを全身で楽しむ

ことができました。 

 子供の叱り方 成人後にも影響 
１０月３１日の埼玉新聞に、「子供を叱る際、『次は頑張ろうね』と励ました方が、原因を

追及したり罰を科したりするよりも成人後の自立心や計画実行能力によい影響を与えるとの研

究結果を神戸大と同志社大のチームが発表した」とありました。 

このチームは、２０歳から７０歳未満の男女を対象に子供の頃の叱られ方についてアンケー

トを実施し、「次は頑張ろうね」「どうしてできないの」「罰を与えられた」の３グループに

分類。その結果、叱られた際、「次は頑張ろうね」と励まされたグループは、進学先や就職先

をどの程度自立的に決めたかや、計画を立ててやり通す力、法令順守精神などの４つの指標全

てで最高数値となり、「どうしてできないの」「罰を科された」順に低下したとのことです。 

ほめ方については、「頑張ったね」と努力を評価したのが最高で、「偉いね」「褒美を与え

た」の順に低下したとのことでした。 

ほめられることで、人は勇気がわいてきます。この研究は、欠点を指摘するより、よいとこ

ろをみつけ、それを認め励ましていくことが子供を伸ばすには効果的だと立証してくれたのだ

と思います。 


